
小児に特化した特定行為研修指定研修機関としての
特定行為研修修了看護師の育成と活用

令和８年３月１０日

地方独立行政法人埼玉県立病院機構

埼玉県立小児医療センター 副病院長兼看護部長 中田尚子



• 小児がん拠点病院

• 総合周産期母子医療センター

• 小児救急救命センター

• 臓器移植センター

• ハートセンター

• 小児てんかんセンター

• 災害拠点病院

• 特定行為研修制定研修機関 2024.9～

• 316床、病床稼働率85.1％

• 看護師数 578名

地方独立行政法人埼玉県立病院機構

埼玉県立小児医療センター
設置母体が異なる隣接するさいたま赤十字病院と連携し、
総合周産期母子医療センターを運営





1994年当院
在宅相談室立ち上げ



出典：子ども家庭庁 埼玉県の医療的ケア児の人数
（各市町村の調査）
令和７年度 ９２２人



当院の課題と課題解決に向けた取り組み

⚫ 医療的ケア児の増加に伴い、当院の気管切開外来受診患者も増加→外来待ち時間が長い

⚫ 医療的ケア児にとって、待ち時間が長いのは身体的・精神的に負担が大きく、人工呼吸器・吸引機
のバッテリーなど機器への影響も大きい

⚫ 小児プライマリーケア認定看護師が特定行為研修 呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連を修了
していたため、耳鼻咽喉科医師に手順書を作成してもらい、医師の指導の下、小児の気管カニュー
レ交換を実施、安定した手技が提供できるようになったところで気管カニューレの交換を開始した

⚫ 患者さん・ご家族の気管切開外来の待ち時間は短縮、医師の外来終了時間も短縮

⚫ 多数いる患者さんに対応するため、「小児における特定行為は慎重に」と言われていたが、きちんと
トレーニングを積み、タイムリーに気管カニューレが交換できる体制を構築し患者さん・ご家族・医療
者の負担軽減を図りたい。そして、これからも医療的ケア児は増加する

⚫ 多くの特定行為研修修了者を輩出するために、当院が特定行為研修指定研修機関になろう



小児に特化した特定行為研修

⚫ 目的・目標 地域医療を支え子どもたちの未来のために、専門的な知識や技術を習得し、安全に配
慮しながら患者にタイムリーな医療・看護が提供できる看護師の育成

⚫ 開講区分 ２区分 呼吸器関連（長期呼吸に係るもの関連）・ろう孔管理関連

⚫ 定員 １０名 内訳 呼吸器関連（長期呼吸に係るもの関連）１０名・ろう孔管理関連１０名

⚫ 研修期間 ２期制 ４月～１月、１１月～８月

⚫ 学習方法 業者のe-ラーニング使用、講義、演習、実習、科目別試験、OSCE

（e-ラーニングは成人疾患が主、ただし、小児病態生理/疾患・演習・実習は当院の指導者研修修了
医師・看護師が講義などを追加で実施）



演習は小児のモデルを使用し、学んでいます



特定行為研修受講者数と修了者数

受講者数 修了者数 修了者合計

院外 院内 院外 院内 全体数

第１期生 R6.11～R7.8 2 5 2 5 7

第２期生 R7.4～R8.1 1 3 1 3 8

第３期生 R7.11～R8.8 3 5

第４期生 R8.4～ 0 6

合計 6 19 3 8 15

第1期生開講式



特定行為研修修了看護師の活用
【実践】

⚫ 気管切開外来における気管カニューレ交換の実施

⚫ 小児外科外来における胃ろう交換の実施

⚫ 創傷管理関連特定行為研修修了者による創傷に対する
陰圧閉鎖療法の実施

【スキルアップと運営参画】

⚫ 特定行為研修修了者スキルアップのためのトレーニング

⚫ 特定行為研修運営ワーキングへの参画

⚫ 特定行為研修指導者研修受講と指導者としての活動

【今後の展望】

⚫ 特定行為研修修了看護師を増やし院内全体でタイムリー
に活動

⚫ 看護外来を開設し、自律した特定行為の実施と看護実践
の提供

⚫ 地域との連携強化

⚫ 特定行為研修等資格取得者の地域への派遣



ご清聴ありがとうございました
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